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参議院議員会館 第3会議室において

生成AIのコードに関する取り組み会議を開催し、質
疑・議事進行、FOX NEWSが取材。

内容：総務省、金融庁、経産省、消費者庁、文化庁、
厚生労働省、内閣府、デジタル庁における
～ 生成AIのコードに関する取り組み ～



当団体は革新をもたらすデータサイエンスAI.研究マネジメントアシ
スタント、超知能、汎用性人工知能の本質を研究開発しております。

AI社会工学、AI技術工学超知能、汎用性人工知能、国連コード、国
際標準識別子コード等、国際的なAIの研究に目的とした、学術団体、
学識経験者及び国際的戦略を持つ世界的AI企業を中心とした工学
研究会です



データサイエンスAIには

信頼できる以下の研究マネジメントアシスタントが必要

5
５0TOP以上のPC、オペレーションシステム、

各アプリケーションのライセンス著作物

保証のある正規のデータ ・ コード体系 etc.



データサイエンスAIの役割と目的

研究マネジメントアシスタントとして設計されています。

データサイエンスの方向性に沿って予測・予報、ホリスティック計算（Holistic Computation）**を研究や意思決定に役立てるの
が目的です。

主に スタートアップ企業、上場企業AI革新、投資家。研究者、データサイエンティスト、アナリスト、専門職 を対象にしています。

主なサポート内容

問題・アイデア・データセットを 予測研究の問い に変換し、実行可能な予測・予報プランを設計する。

予測モデルや統計的手法（例：時系列分析、機械学習、ベイズ推定など）の提案。

ワークフローの最適化や、データ価値を最大化するためのAIアドバイス。

ホリスティック計算（多様なデータソースや視点を統合した分析枠組み）の応用を促進。



アップロードされた研究、レポート、データセットに対し、

予測精度をどう高めるか

予報の堅牢性をどう確保するか

方法論の厳密性をどう改善するかといったフィードバックを提供する。

対応スタイル

シンプルな質問には 明確な説明やガイダンス を提供。

複雑なケースには、研究課題の洗練化 → 適切な予測方法論の選定 → 実装フレームワーク設計 まで提案。

最新の予測技術、AI予報の実践法、ホリスティック計算の応用に常にアップデート。



U N S P S C に よ る 与 信 監 理 
A I エ ー ジ ェ ン ト 

（ 多 麥 量 解 析 、 確 率 数 值 化 、 三 式 簿 記 ） 
海 外 格 付 機 関 に よ る 評 点 向 上 （ 機 関 投 資 家 の 投 資 基 準 

充 足 の た め 、 そ の 後 I F R S 対 応 ） 、 海 外 に お け る 営 業 ・ マ ー 
ケ テ ィ ン グ の 成 果 向 上 、 調 達 ・ 購 買 に お け る コ ス ト 削 減 や 
効 率 化 を 実 現 す る 海 外 企 業 検 索 、 企 業 情 報 、 業 界 分 析 、 
企 業 リ ス ト 、 海 外 向 け 営 業 ・ マ ー ケ テ ィ ン グ や 調 達 先 管 理 

U N B I S に よ る 
S D G s   監 理 
A I エ ー ジ ェ ン ト 

（ 多 変 量 解 析 、 確 率 数 値 化 、 デ ィ ス ク リ プ タ ー ） 

各 国 対 応 s D G s （ 1 7 の 目 標 1 6 9 の タ ー ゲ ッ ト ） 、 
国 際 的 課 題 解 決 

X B R L に よ る 非 財 務 情 報 監 理 

A I エ ー ジ ェ ン ト 

（ 多 変 量 解 析 、 確 率 数 値 化 ） 

定 款 、 ガ イ ド ラ イ ン 、 ア ニ ュ ア ル レ ポ ー 
ト 、 E S G 、 ト レ ー サ ビ リ テ ィ の 確 保 、 非 財 
務 情 報 の 把 握 、 責 任 範 囲 、 体 制 構 築 、 

識 別 、 監 視 ・ 管 理 

シ ン ボ リ ッ ク ア ナ リ ス ト 

A I エ ー ジ ェ ン ト 

（ 識 別 子 コ ー ド 、 分 類 、 選 択 、 意 思 決 定 確 率 、 
根 拠 、 評 価 、 説 明 、 S W O T 、 ク エ リ 、 推 定 範 囲 、 
デ ー タ ド リ ブ ン 、 因 果 関 係 、 相 互 関 係 、 相 互 
作 用 、 ポ パ ー 、 ル ネ ー ジ ラ ー ル 思 想 A I エ ー 

ジ ェ ン ト 、 R D M A ・ ベ ク ト ル デ ー タ ベ ー ス 対 応 ） 

U N C C S に よ る A I バ ー チ ャ ル 取 引 

A I エ ー ジ ェ ン ト 日 本 再 生 
7   A I エ ー ジ ェ ン ト 

（ 多 变 量 解 析 、 確 率 数 值 化 ） 

入 札 、 設 計 図 、 商 品 価 格 、 A L L O Y エ ー ジ ェ ン ト 

生 成 A I の 蓋 然 的 デ ー タ 
ベ ク ト ル デ ー タ ベ ー ス 、 R D M A に よ る 超 高 速 デ ー タ 転 送 

デ ー タ ベ ー ス の 事 実 に 基 づ い た 判 断 基 準 と な る 確 定 的 デ ー タ 

R D M A に よ る 超 高 速 デ ー タ 転 送 （ O R A C L E ） 

人 の 気 持 ち を 数 値 化 す る 多 変 量 解 析 

A I エ ー ジ ェ ン ト 

（ 多 変 量 解 析 、 確 率 数 値 化 、 オ ブ ジ ェ ク ト 指 向 、 エ ー 
ジ ェ ン ト 指 向 、 サ ブ ジ ェ ク ト 指 向 ） 
ブ ラ ン ド イ メ ー ジ   認 知 度 、 好 感 度 、 到 達 度 
伝 統 人 身 掌 握 力   怖 権 限 カ リ ス マ 性 正 当 性 
実 行 力 強 制 力   圧 迫 力 

A I サ イ エ ン ス 、 ヒ ュ ー マ ノ イ ド 、 半 導 体 設 計 技 術 や 経 済 問 題 対 
応 と い っ た 次 世 代 成 長 領 域 へ の A I 取 引 市 場 の 期 待 が 高 ま る 中 、 
こ れ ら の 領 域 に 焦 点 を 当 て た 支 援 体 制 を 整 え る こ と で 、 次 世 代 
の 産 業 変 革 の 推 進 に 貢 献 す る た め の 7 A I エ ー ジ ェ ン ト 

M M M 用 口 語 1 0 万 文 書 A I の 本 質 、 
生 き た 翻 訳 A I エ ー ジ ェ ン ト 

（ コ ー パ ス ソ プ リ ン A I 、 エ ス ノ メ ン ト ロ ジ ー 、 フ レ ー ム リ 
フ ァ レ ン ス 、 コ ン テ キ ス ト 、 多 変 量 解 析 、 確 率 数 値 ） 

2 0 2 5 年 7 月 1 3 日   一 般 社 団 法 人 日 本 情 報 技 術 協 会 情 報 技 術 総 合 研 究 所 に て 作 成 、 画 像 は c h a t G P T   P L U S に て 生 成 



AIの設備がデータサイエンスAIです

工場でも設備がない企業に投資しません

人間が意思決定すると

空気を読んで、異論を言わない

事前に根回しし、会議はただの儀式に

対立を「迷惑」と捉え、沈黙が多数派に



増田氏の実装力 Alex liu博士の理論力による先進的AIエコシステム データサイエンスAI

主にスタートアップ企業、上場企業A革新、投資家。研究者、データサイエンティスト、アナリスト、専門職を対象

コンセプト 研究と産業をつなぐ予測・予報アシスタント

キープレイヤー 増田聡氏（JITA理事）-社会実装の推進リーダー

Alex Liu博士（元IBM／現ハーバード大）- Holistic Computation提唱者

エコシステム価侄

1 巨大市場性（経済・医療・金融・環境） 2 独自優位性（国連コード✕AI、翻訳コーパス）

3 成長性（政府・学術界と国際連携）

Alex liu博士はAIの先駆者IBMワトソン開発者でスタンフォード大学でデータサイエンスを学問にしシリコンバレー
から世界に広めました







コンセプト

AI・国際標準コード・人文社会系データを統合し、次世代の意思決定基盤を提供しま
す。

増田聡氏（日本情報技術協会 理事長)

政府・大学・企業を巻き込み、社会実装を推進するリーダー。

Alex Liu 博士（元 IBM／現ハーバード大）

世界的データサイエンティスト。「Holistic Computation」を提唱し、技術的理論を提供。



1 巨大な市場性：経済予測・医療・気候・金融など幅広い産業に適用。

2 独自優位性：国連コード体系（UNSPSC/UNBIS/UNCCS）×AI、10万文書翻訳コーパスで国際標準に
準拠。

3 成長性：政府機関や国際学術界との連携実績あり、世界的に拡張可能。

効果

増田氏の 実装力 × Liu博士の 理論力 が結合したプロジェクト。

最新AI構築には国際標準とAIを統合した先進的エコシステムへの必須です。



人口知識の検索データ だけではなく、

ALLOY AI、 多変量コード データ ドリブン
でAIエージェント自動化から知識知能型
AIイノベーター自律的な発明へ



データ‐を数値化し多変量解析する

2023年3月13日,14日 衆議院第一議員会館 国際会議室にて開催
「国際DX・データサイエンスAI教育シンポジウム」 「ESG、DX、Fintech、AIの未来を考える会」
基調講演 ③GPT
https://www.youtube.com/watch?v=QI-ki7RQVl8&t=103s

https://www.youtube.com/watch?v=QI-ki7RQVl8&t=103s


総合的な計算を活用した、AI 主導の意思決定のための予測および予報アシスタント

「総合的な計算（Holistic Computation）」を軸にした AI 主導の意思決定のための予測・予報ア
シスタント を構築する場合、以下の要素を組み合わせると強力なフレームワークになります。

1. 総合的な計算（Holistic Computation）の役割
多様なデータ統合数値データ（時系列、センサーデータ）、テキスト（ニュース、レポー

ト）、画像・地理空間データなどを統合。
複数モデルの融合

統計的予測モデル（ARIMA, VAR, Bayesian）と機械学習モデル（XGBoost, LSTM, 
Transformer）を組み合わせる。

シナリオ思考と確率分布
1本の予測値ではなく、複数のシナリオと信頼区間を提示。意思決定リスク管理に活用できる。



2. 予測・予報アシスタントの設計構造

(A) 入力層

データ収集：センサー、IoT、経済統計、SNS、ニュース記事

データ前処理：クリーニング、欠損値処理、特徴量設計

(B) 予測エンジン

短期予測：LSTM, Temporal Fusion Transformer

中期予測：状態空間モデル、Bayesian Forecasting

長期シナリオ：システムダイナミクス、Agent-based Simulation

(C) 総合的な意思決定モジュール

多目的最適化：利益最大化とリスク最小化のバランス

強化学習：動的な政策・戦略の最適化

Explainable AI (XAI)：予測根拠を提示し、意思決定者が納得できる透明性を担保



3. 活用ユースケース

経済予測：GDP、物価、株価、為替のマルチモデル予測

環境予測：気候変動や災害リスクの確率シナリオ

医療・公衆衛生：疾病流行予測とリソース配分最適化

企業戦略：需要予測＋サプライチェーン最適化

4. 実装ステップ例

1 研究・ビジネス課題を予測質問に変換

（例：「今後6か月間で需要が20%超変動する確率は？」）

2 適切なデータソースを統合

3 時系列モデル＋AIモデルを並列的に学習

4 予測結果を可視化（確率分布、シナリオマップ）

5 意思決定シナリオごとに推奨戦略を提案



ここからは、分野未指定でもそのまま着手できる「総合的な計算 × AI 主導 予測・予報アシスタント」の実装テンプレートをお
渡しします。必要に応じて、業界向けに即カスタマイズできます。

1) 目的を予測質問に落とす（テンプレート）
需要：次の12期間で SKU×店舗 の需要分布 P(y_{t+h}) を推定し、在庫切れ確率を 5% 未満に抑える発注

量を決定する。
価格：来月の価格弾力性を推定し、利益最大化となる価格帯とリスク（CVaR）を提示する。
リスク：稼働停止（または異常）の発生確率を週次で算出し、点検計画を最適化する。
KPI 例：sMAPE / MASE、予測区間カバレッジ、在庫切れ率、利益、CVaR、サービスレベル。

2) データ設計（Holistic 統合）
内部：販売・在庫（POS/ERP）、購買リードタイム、キャンペーン、価格履歴、設備ログ、顧客行動。
外部：天候、休日カレンダー、マクロ指標、イベント、SNS/ニュース要因（テキスト）。
特徴量（例）
時系列：lags 1,7,28、移動平均、週次/月次/季節フラグ
価格・販促：価格、割引率、広告強度
外生：気温・降水、祝日、経済指標
テキスト：ニュース極性（sentiment）、話題スコア（topic）



3) モデル構成（アンサンブル前提）
ベースライン：Naive/季節Naive（下限性能を把握）
統計：ETS/ARIMA/Prophet、状態空間（BSTS）
ML：XGBoost/LightGBM（ラグ＋外生＋交互作用）
DL：Temporal Fusion Transformer / N-BEATS / DeepAR
階層予測：MinT で階層整合（SKU→カテゴリ→全社）
異常検知：STL分解+Z / IsolationForest / LSTM-AE
因果：DID、CausalImpact、Double ML（施策効果の推定）
予測区間：分位回帰・確率予測（CRPS で評価）
アンサンブル：スタッキング（学習ベースの重み付け）＋シナリオ・モンテカルロ

4) 意思決定レイヤ（最適化）
目的関数：利益最大化 − 罰則（在庫切れ/過剰・稼働停止）
制約：サービスレベル ≥ 95%、予算、在庫容量、リードタイム
手法：多目的最適化（重み付き or ε制約）、CVaR制約、強化学習（政策最適化）
出力：推奨アクション（発注量・価格・点検計画）＋根拠（XAI）



5) 評価・検証
バックテスト：時系列の「拡張ウィンドウ」で再学習・予測
指標：sMAPE/MASE、WQL（分位損失）、CRPS、予測区間カバレッジ
意思決定指標：利益、在庫切れ率、稼働停止時間、CVaR
ドリフト監視：入力分布（PSI）、残差分布、概念ドリフト検知

6) ダッシュボード（運用画面）
予測ファンチャート、分位（P10/50/90）
要因分解（SHAP/Permutation）と寄与のウォーターフォール
シナリオ切替（天候/価格/販促/マクロ）
KPI トラッキング（実績 vs 予測、コスト・サービスレベル）
ワットイフ：価格・販促・在庫制約を操作→最適化結果更新



7) すぐ動かせる簡易コード（Python例・最小構成）

特徴量作成

モデル1: Prophet（統計×外生）

モデル2: LightGBM（ラグ＋外生）

シンプルアンサンブル（重み平均） ---

過去オーバーラップ期間で Prophet と LGBM を結合

評価（例：MAE）

予測区間やシナリオは、分位回帰



補足

確率予測（P10/50/90）は、LGBM の分位回帰（objective='quantile'）または残差のブートス
トラップで実装。

階層整合（MinT）、TFT/N-BEATS は段階的に追加。
XAI：shap.TreeExplainer(model) で特徴重要度と寄与を可視化。

8) 運用チェックリスト
予測質問が定量化され、KPI が定義されている
データ辞書（粒度、更新頻度、欠損ルール）が整備済み
学習・推論パイプライン（特徴量生成→学習→予測→最適化）が自動実行
バックテストとモデル比較表（指標・分布）がある
予測に紐づく意思決定ロジック（在庫/価格/点検）が定義済み
ドリフト・監視・再学習トリガーが設定されている
XAI と監査ログ（入力→決定→結果）が保存される



対象分野（例：小売需要、製造保全、金融、エネルギー、医療）に合わ
せて、データ項目と評価指標を埋めたアップデートをお渡しします。

このまま進めたい分野があれば、その前提で実装断面（特徴量一覧・
最適化定式化・具体コード）まで作り込みます



データサイエンスAI

技術的には、予測や予報、因果推論、相互作用そして様々な業
界のアプリケーションに適用されるAIによる複雑性システムの管
理に重点を置いており、現在はいくつかの企業に対してAIの取
り組みについてアドバイスや指導を行っています。😀



UNSPSC UNBIS UNCCS

国連コード + 弊社団独自コード

MMM用
口語10万
文書翻訳
コーパス



Japan Information Techno ogy Association 

一 般 社 团 法 人 由 本 情 報 技 術 協 会 
宠 了 4MIX-Sample.xisx 山 完 了 

MS-CHC 

4MIX-Sample.xisx 



UNSPSCは第４次産業革命と言われる次世代電子商取引への扉を開くイン
ターネットの特別なインデックスの中核をなすものです。UNSPSCにより物
品・サービスの調達に関わる企業の購買から物流・納品・検収・支払・在庫
管理といった仕組みのシステム化を実現します。製品の種類並びに地理
的位置による電子カタログをクラウド、ビックデーターで、情報の流れを目
に見えない形でコンピューター上インターネットを経由して最適な製品検索
し自動的に製品並びに供給業者を特定することができるコントロールシス
テムが必要であり、それを可能にするのがUNSPSCです。

国連コードUNSPSC（United Nations Standard 
Products and Services Code）は、製品やサービスを

一意に識別するための国際的な分類体系です。この
コード体系は、異なる産業や業界の商品やサービスを
統一的に分類するために使用されます。

UNSPSC（国連商品・サービス分類コード）
・segment（大分類）
・family（中分類）
・class（小分類）
・commodity（商品分類）
・business function（ビジネス分類）

UNSPSC（United Nations Standard Products and Services Code）
（国連商品・サービス分類コード）



UNBIS
国連情報検索用語シソーラス

コードの重要性



具体例）

「ニューラルネットワークとは？」と
いう基本説明から始めて、「層の
種類」「学習の仕組み」「代表的な
アーキテクチャ（CNN（畳み込み
ニューラルネットワーク）, RNN（リ

カレントニューラルネットワーク）」
へと展開。



人の気持ちを多変量解析で分析する、
MMM用口語表現10万文章の翻訳コーパス

AGI、思い違い（エスノメソドロジー）、フレームリファレ
ンス、コンテキスト、記号接地



独自の汎用性自然言語コードは10万文章
生成アルゴリズムにおける異文化コミュニ
ケーション国際理解教育を専門とした英文
科の増田茂教授が20年かけてAIで必要な
データドリブン、バリアントアノテーションを
解決しました。

MMM用口語
10万文書

翻訳コーパス



人の気持ちを数値化し多変量解析する

人の気持ちを数値化し多変量解析する
（Quantify and multivariate analysis of people's feelings）
https://youtu.be/wpM53yL2qX0?t=384

一般社団法人 日本情報技術協会
https://www.itri.or.jp/

https://youtu.be/wpM53yL2qX0?t=384
https://www.itri.or.jp/


AIのカスタマイズには

信頼できる以下のデータが必要

言語、文化 教養 思想 宗教 人文学

哲学 その国の法令 EBPM 著作物

保証のある正規のデータ ・ コード体系
etc.



総合的な計算を活用した、AI 主導の意思決定のための予測および予報アシスタント

「総合的な計算（Holistic Computation）」を軸にした AI 主導の意思決定のための予測・予報ア
シスタント を構築する場合、以下の要素を組み合わせると強力なフレームワークになります。

1. 総合的な計算（Holistic Computation）の役割
多様なデータ統合数値データ（時系列、センサーデータ）、テキスト（ニュース、レポー

ト）、画像・地理空間データなどを統合。
複数モデルの融合

統計的予測モデル（ARIMA, VAR, Bayesian）と機械学習モデル（XGBoost, LSTM, 
Transformer）を組み合わせる。

シナリオ思考と確率分布
1本の予測値ではなく、複数のシナリオと信頼区間を提示。意思決定リスク管理に活用できる。



ありがとうございました

情報技術総合研究所

一般社団法人

日本情報技術協会マスマスマスダプロジェクト動画


